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リコージャパン株式会社
本社：〒105-8503 東京都港区芝3-8-2
芝公園ファーストビル
1959年
25億円
5,996億8,300万円（2016年3月現在） 
19,587名（2016年4月1日現在）
多彩な業種の経営・業務課題の解決を支援する
ソリューションをはじめ、複合機（MFP）やプリ
ンタなどICT関連商品の販売と関連ソリューショ
ン、システムインテグレーションとソフトウエア
設計・開発、およびサポート&サービスの提供
http://www.ricoh.co.jp/
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リコージャパン株式会社様がお客様に提供されるクラウド基盤の電源制御やバックアップ等の定型作業を、WebSAM JobCenterが
スケジュールに従い自動で確実に実行します。実行状況はマネージドサービスセンターでモニタリングされており、異常発生時は瞬時に
マネージドサービスセンターへメール通知され、監視スタッフは素早く状況を把握し対応することで、システムの安定稼働を実現しています。

• 自社製の管理ツールをお客様個々のAWSサーバ内へインストールする必要があり、サービス
提供のための原価を下げられなかった
• AWSの機能進化が速く、そのつど自社製ツールのアップデートに多大な手間やコストをかけていた
• お客様の増加に伴い管理対象も増え、運用管理の負荷増大と属人化が進んでいた

課題背景

• サービス原価を約20％低減
　サービスを提供するための原価が約20％も低減でき、そのメリットをお客様へ還元できた
• ツール開発のリスクを削減
　自社製のツール開発が不要となり、キャッシュアウトの平準化が実現し開発リスクがなくなった
• 運用管理が正確かつ容易に
　分かりやすいGUIで複数サーバの設定が行えることで設定ミスが根絶され、ステータス監
視なども効率よく行えることから、運用品質が向上した

成　　果

お客様向けクラウドサービスの運用を効率化し、運用経費を約20％削減
サービスの向上とクラウドビジネスの拡大を実現
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WebSAM JobCenter 導入事例
リコージャパン株式会社 様

AWS対応のジョブ管理ツール「WebSAM JobCenter」
（以下、JobCenter）を導入する以前、リコージャパン
株式会社様（以下、リコージャパン様）ではリコークラ
ウドソリューション「マネージドサービスfor AWS™」
用の管理ツールを、社内で独自に開発していました。
しかし、そこでは多くの課題を抱えていたといいます。
「AWSの速い機能進化へすばやく対応するため、自社
製ツールのブラッシュアップをしなければならず、そ
のつど少なからぬ開発投資が必要でした。その負荷

を、上位の階層で吸収できないかと考えたのが導入の
きっかけでした」と岡田 功太郎氏は振り返ります。
自社製ツールは、AWSのお客様個々のサーバへイン
ストールして24時間稼働させなければならず、稼働
コストをお客様側に負担していただく必要がありまし
た。そして、お客様のサーバが増えれば増えるほど管
理対象も増加し、管理工数の負荷が増え続けるのが
大きな悩みでした。また、ツールから通知されるジョ
ブの実行結果も分かりにくく、受け取り処理をする高
スキルの専属スタッフが必要だったといいます。
「アラートメールは、それぞれのステータスを理解し
ていないとシステムで何が起きているのかが不明な

ため、担当者に依存する属人化が進んでいました」
と西秋 明広氏。
「もし自社製ツールに何らかの問題やインシデントが
発生した場合、誰もが対応できるわけではなく、いち
いちツールの開発担当者を通さないと分からないと
いう、開発人材の属人化も発生していました」と細田 
干城氏も語ります。
特にAWSの機能アップデートは頻繁に行われるた
め、これらの課題を一気に解消できる新たな仕組み
の必要性が、JobCenterを選択・導入する大きな
ファクターとなりました。

お問い合わせは、下記へ

NEC パートナーズプラットフォーム事業部 （ソフトウェアお問い合わせ）
〒108-8424　東京都港区芝五丁目33番8号（第一田町ビル）
TEL： 03（3798）7177
【受付時間】9：00～12：00　13：00～17：00　月曜日～金曜日（祝日・NEC所定の休日を除く） 

URL： http://jpn.nec.com/websam/jobcenter/

JobCenterを導入する際、比較検討した他ベンダー
のジョブ管理ツールがありました。しかし、長期にわ
たり安定した品質でツールを提供できそうなベン
ダーは少なく、NECの過去の実績や信頼性を評価し
て、最終的にはJobCenterに決定しました。また、
リコージャパン様では近年、NECとの協業でビジネ
スに取り組んでいる実績があり、社内のパートナー
シップ的な判断も働きました。
「JobCenterは、NECの社内運用でも利用されてお
り、改善を繰り返しながら強化されていると聞いて

いますので、より業務の実践に近い品質であろうと
考えました」と森 仁平氏は語ります。
JobCenterは低コストで導入でき、内部でツールを
開発するよりもコストが抑えられるため、リコージャ
パン様のお客様やパートナー様へ展開できるスケー
ルメリットも大きいと判断しました。
「事前にJobCenterを試しましたが、GUIが優れて
いるので非常に見やすく操作も分かりやすいという
印象でした。導入の際も、NECはサポートという感
じではなく、チームメンバーのように親身になって
支援してくれました」と西秋氏は振り返ります。
JobCenterの導入は2016年9月半ばにスタートし、
10月中旬にはリリースを完了。システム設計が終わ

り構築フェーズに入ってからは、カットオーバーまで
実質1週間もかからない短期導入だったといいます。
また、NECはJobCenterハンズオンセミナーも開
催しており、セミナー参加者からのコーチングだけ
で誰もが使いこなせることが分かり、安心かつスムー
ズに導入が進みました。そして同年12月から、実際
にお客様への運用を開始しました。
「ライセンスの支払い方法も月額型で、弊社のビジネ
スの成長に合わせて課金されるモデルなので、リス
クが低く済みます。また、NECと一緒にビジネスを
拡大しようということで、お互いがビジネス目標につ
いても共有意識を持って取り組める点が、とても大
きいと思います」と岡田氏は語ります。

JobCenterの導入と同時に、様々なメリットも生じ
ています。まず、サービスを提供するための内部原価
が約20％も低減しました。その効果をお客様へ還元
するために、サーバを複数台契約したお客様にはディ
スカウントが提案できる、新しい料金メニューが可
能になりました。
「JobCenterは1台で複数のサーバの制御が行える
ことや、AWSのタグの機能を有効活用できるように
なったため、導入および設定コストを大幅に削減で
きました。それがメニューの改訂へと繋がり、お客様

へ非常にアピールしやすく喜ばれる結果となりまし
た」と掛 亜理沙氏は語ります。
運用管理面では、お客様からスケジュールの変更依
頼があった際、従来の手書きによるスケジューリン
グではミスが発生しがちでしたが、JobCenterの
GUI環境ではミスがなくなりました。また、サーバの
起動状態やバックアップのステータスなどを即座に
把握できるので、サーバ環境の監視が容易になり、
運用品質が大きく向上したのも大きな成果です。
「ツールを導入すると、普通は習得に教育期間が必
要ですが、JobCenterは直感的に使い始められるの
で、教育のコストや時間が不要なのも大きなメリット
です」と細田氏は語ります。

「JobCenterを導入したあと、その運用面まで相談
させていただきました。製品のサポートだけでなく、
私どものプロジェクトを密に支援していただけた点
も、安心して利用できる点だと思います」と掛氏は
評価します。
今回のJobCenter導入は、AWSにおけるジョブ
管理の負荷やコストの低減を目的としていますが、
リコージャパン様では今後の導入拡大も検討中です。
「JobCenterの活用領域を拡大するのがこれから
のテーマですが、逆にJobCenterが今後どのよう
に機能進化していくのかも、弊社としては気になり
つつ大いに期待している点です」と森氏は締め括り
ました。

導入前の背景や課題

選択のポイント

導入後の成果

AWS環境で自社製管理ツールの開発コストや、
運用管理の負荷が急増

開発コストを丸ごと削減でき、
NECの手厚い支援とパートナーシップが魅力

内部原価を約20％削減し、
新たなサービスやビジネスの拡大に貢献
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